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に分制する方法によって ， 月'.lfU編入の百一! :p:が行われている。

従事利用の旅客に対する輸送人民および人キロの計算は， 鉄

道と同じ方法で行っている。

その他輸送Eiに関係したものは . J.氏答:五I!氏率の改正および旅

客のキロ区岡ごとの輸送状態をは泌する基礎資料として， 旅客

輸送キロ別人員および人キロの統計 があり ，社会政策的に運賃

制引の適用を受ける被救護者 ・ 身休陣EL2者 ・ 戦没者ill成および

学生などについてはその取扱人民を計算している。

また定!日l来 JI1券利用については作泌定!日iJ' 通勤定 !~J ・ 通学定

mJおよび均一定 !YJの各国車両別に. J山 IJ !lJl問ごとの取扱件数およ

び人民を計算し，各種野i別の急行 ・ 絞台および特別 2 等事 ・ 特

別 2 等船室などを利用した旅客の人口は， 等級 ))IJの所定料金区

岡山lに言 i 針ーするのである 。 団体旅客に対しでも廿jm - 観光 ・ 学

生 ・ その他聞休に区別し. 1反敬老(図鉄 ・ 交通公社などをいう)

別， ~則容 i率別の人員を等級別に計t)ーしている。

貨物では全体の貨物中から ， とくに選定した主製品目に対し

ト γ数 ・ ト ンキロの去!~を行い， さらにこの資料によってキロ

別輸送トゾ数 ・ 局別ならびに駅別の発着トン数 ・ 発着関係の駅

))IJ ト γ数 ・ J{if !Jr!， 5)IJ発着 ト y数な どを作成している。

べつに事業JlJ貨物 ・ 購買貨物 ・ 小口混11主の貨物に対する輸送

量およびlji扱貨物について1't 11Iの使用状況を調査するため品目

別にJI1鑑別貨車数の計算をするのである。

(3) 収入の統計

ア基礎資料

鉄道の旅客については旅客収入回戦 ・ 旅客不足li 日報 ・ 車掌

扱旅客 í'l 日報 ・ 簡易委託駅梁車券発売引継器月青|表 ・ 話EY}'{G IJ免

払L 、もどし 日報 ・ 旅客it月報 ・ 有Iì充券数iii迎貨表 ・ 特殊干ilì充券 ・

111内 Mì充券および船内梁換券などをおもなものとし，荷物につ

いては荷物収入日報により ，貨物は貨物収入日報および貨物通

知l告などを基縫資料とし， 船舶については航路輸送数iE延キロ

収入月殺により，自動車は国鉄自動車旅客 ・荷物 ・ 貨物の各運

輸成献によっている。鉄道純収入の計:P:J二社総と ìill絡迎輸を行

った旅客 ・ 何物および貨物に対する国鉄線収得額ならびに社線

収得傾を知るためには連絡収入 ・ 支出の鑑紙をj目いている。

イ 計算区分

収入については日本国有鉄道網主主勘定科目および経営科目表

に定めた鉄道一収入 ・ 船舶収入 ・ 自動車収入に大見IJ し，各旅客収

入については定 !t!J外運賃(急行 ・寝台 ・特別 2 等111料金を含む) ・

定期l運賃 ・ 手小荷物運賃(特別扱新聞紙 ・ 同雑誌の巡貨を含む) ・

郵便物五I!賃 ・ 旅客および荷物雑収別とし，各貨物l収入について

は宅扱 ・ 小口扱および事扱の各巡1".'lと 貨物剃i収に区分している。

収入の区別は巡輸蛍業本来の業務を遂行することによって発

生した五I!輸収入を1反扱収入と純収入に分け，雑収入については

迎輸に付随して生ずる鉄道 ・ 船舶 ・ 佐1 illh11ïの五I!紛雑収入と直接

支I!輸に関係はないが， 鉄道病院や診療所を利用することによっ

て生ずる病院収入や恩給法納金 ・ 預金利子のような雑収を含め

た雑収入に区別している。

ウ 計算方の概嬰

収入の青I.m日はア項に述べた各極の基礎資料によ って作成した

旅客 ・ 荷物および貨物の各取扱収入総計表によって現金の収入

ならびに後払扱による収入のl町並総術および郵便11工の貸切運賃

収入などを， 勘定科目 L 目 1 53 1Jに取扱l収入を計算するのである。

しかしこの取扱収入は発生主義によ って処恕されているため，

鉄道の収入中には船舶や長1 ill:Jj llïや会社総へ江u絡 した ものの迎賃

(他の五I!輸殿様lの収入)が併算されており ， 旅客の 1 ・ 2 等には通

行税が含まれている。

そこ で欽ìt) . 船舶および自 illh llïの各巡輸機関が， 紛送金に対

応した収入(純収入)を計算するのであって， 定!UJ外旅客運賃に

つき例示する と， つぎのとおりである。

l町並収入(医I ~!kで取扱った収入)+連総収入(ì主絡社総で取扱

っ たもので|調鉄総の収得傾) 一連絡支出(図鉄線で取扱ったもの

で初級の収得微)一自動車純収入ー船舶純収入(合通行税) 土 民

級辿絡や上級来換などの等級別娠替額=通行税を含んだ鉄道収

入通行税(1 . 2 等)=鉄道純収入

以上は . !@欽全体に対する純収入の計算力紙製であるが， 欽

iEt管慰問別および線5)IJの営業係数を算定する基礎資料とするた

め， 局自IJならびに総別の純収入を計算している。

なお ， 前号輸送五!の号I~万中に略述したmu引旅客に対する迎

1'1 . 定期衆111券のì\l.í1'l.団体1反省:の適;U.'5:， 急行 ・ 寝台 ・ 4守男IJ 2 

2事事 ・ 特別 2 等船室;(iIJfIJ旅客の料金ならびに主嬰貨物の主I!t:(な

どに対しては所定の資料によって収入を r，-I Z7:する 。

6 運輸成織の作成公表

IÌÎl各号で計算した輸送TJ . 輸送量および収入など各組にわた

る統計を項目 別・ 局別に総合し，これら統計の各極平均数ある

いは関係係数を計算して巡輸成献を作成する ととも に，前年度

実絞またはlìíl月分と比較対照して，鉄道統計月 ・ 年報に掲載し

て公表している。

巡輸統計 中に使灯lする平均数の名称お よ び計算方を . J):式に

よって示すとつぎのとおりである。

営業 1 キロ 1 日 平均列車回数=

列車キロム(平均~栄キ ロ ×期間内日数)

営業 1 キ ロ 1 日 平均通過車両数=

車両キロ 7(平均営業キロ XJVJ間内日数)

l 日 平均列車キロ =列車キロ 7)切間内日数

1 列車平均ìillk:ã1jJ阿数 =車両キロ÷列車キロ

l 平 1 1:1 平均車両キロ =車両キロ÷車両延目半数

1 日平均輸送数企 =輸送数量7 JW関内日数

1 人( ト ン)平均輸送キロ =人(トン)キロ ー人(ト γ) 数

営業 1 キロ 1 日平均輸送iit

人(トン)キロ 7(平均営業キロ X!!ìJ間内 日数)

1 71J111 1 キロ平均輸送数盆 =人( ト γ) キロ ÷列車キ ロ

11111 日平均人(ト γ) キロ =人(ト γ) キロ一車両延日平数

1 1拝 1 キロ平均輸送数:fi1: =人( ト ン)キ ロ÷車両キロ

1 日 平均純収入 =純収入 7!UJ間内日数

1 111 1 日平均純収入 =純収入÷車両延日 111数

1 110 キロ平均純収入 =純収入÷車両キロ

'滋業 1 キ ロ 1 ~I 平均純J収入

純収入ー(平均営業キ ロ X)!ìJ附内日 数)

l 列車 1 キロ平均純収入 =純収入?列車キロ

1 人(ト γ) 平均巡1'l =迷気÷輸送数量

1 人(ト γ) 1 キロ平均巡賃 =運賃÷人(ト γ) キ ロ

等級別訓合 =等級別項目 ム言十 X l00

数別l則合 =扱別項目一計 Xl00

対前年度J\Y/滅制合

(本年度実献と前年度突絞の差)7前年度雪主総

(i，品本平兵!柿)

うんゆとうけいきてい 運輸統計規程 巡輸統計事務に|品lす

る焼程(1昭和 23 ・ 9 国鉄総裁法第 471 号)。第 1-25 î;初、ら成 っ

てお り ， m輸統計上必裂な昔IJ7: !R分を始め， これが捌製に欠く

べからざる基礎憾表矧および基本統計表の名称，統計上の計 算

方法ならびにこれを総括公表するための各極統計月 ・ 年報の作

成方およびこの剥製に関連する本社および鉄道管理局の事務分
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